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FANG+指数の魅力と銘柄紹介

FANG+指数のリスク・リターン

2023年8月24日

FANG+指数はどの企業も高い成長性を有しておりますが、10銘柄均等投資という点をリスクが大きい

と感じている方もいらっしゃるかと思います。今回のレターではS&P500指数やMSCI オール・カント

リー・ワールド・インデックス (以下ACWI)といった主要株価指数とのリスク・リターン特性の違いや、

他指数との併せ持ち効果についてお伝えしたいと思います。

主要株価指数に5年間一括投資した際のリターン（グラフ1）を見てみると、各指数どの5年間をとって

もプラスのリターンが出ているのですが、中でもFANG+指数は平均リターンが295％と他指数を上回るパ

フォーマンスを残しています。一方で主要株価指数リスク・リターンのグラフ（グラフ2）を見てみると、

FANG+指数のみに一括投資した場合の5年間のリスクは約30%となっており、他指数よりも大きなリスク

を取っていることがうかがえます。このような大きなリスクを取って長期間投資をするのは難しい、とい

う方は少なからずいらっしゃるかと思います。

そういった投資家の皆さまには他指数との併せ持ちによるリスクの低減を提案します。MSCI ACWIお

よびS&P500指数と、FANG+指数を50%ずつ保有した場合、リスクを約10％低下させることが期待でき

ます。また、MSCI ACWIやS&P500指数のみに投資している、という方にとってはFANG+指数を組み合

わせることでシャープレシオ（投資効率）※1の向上が見込めます（グラフ2）。

当ファンドは単体で投資することでも良好なパフォーマンスが期待できますが、他のファンドとの併せ

持ちによる「リターンを向上させる部品」としての投資も有効であると考えます。

（出所）ブルームバーグ

グラフ1_主要株価指数5年間保有リターン

※各基準月から5年間一括投資
※円ベース

グラフ2_主要株価指数リスク・リターン

（出所）ブルームバーグ

FANG+指数
平均リターン

（ 2018年7月31日～ 2023年7月31日）

※1シャープレシオ…こちらをご覧ください。シャープレシオ(効率係数) / 大和アセットマネジメント株式会社 (daiwa-am.co.jp)

2023年7月発行のレター：FANG+インデックス・オープン【FANG+指数の魅⼒と見通しについて】 (daiwa-am.co.jp)
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FANG+銘柄の強み①_圧倒的なシェアの構築

ここでは、 FANG+銘柄の強みについて見ていきます。

FANG+銘柄のブランド価値はプラットフォームとして継続的に使いたくなるためインフラと化すること

にあります。製品やサービスの利用者が増えるほどその価値が高まるため、検索エンジン、スマートフォ

ン、OS、クラウド、ソーシャルメディアなど各事業における圧倒的なシェアを維持し、ビジネスを拡大さ

せています（グラフ3～6）。

市場の独占については懸念もあり、足元では米司法省がグーグルにデジタル広告技術の独占について提

訴するなど、プラットフォーマーの独占に対する規制の動きが出ているため、影響を注視する必要があり

ます。ただ、当局の規制に対して他社製品との公平性を確保するなど柔軟な対応を行っており、今後も規

制の動きを織り込みつつビジネスを継続させていくと考えられます。

グラフ3_検索エンジンのグローバルシェア推移

（％）

（出所）statista

（ 2015年1月～ 2023年3月）

グラフ4_クラウドインフラのグローバルシェア

（2023年第1四半期）

（出所） statista

グラフ5_ソーシャルメディアのグローバル
シェア（アクセス数）

（ 2023年3月）

（出所）statcounter

グラフ6_デスクトップOSのグローバルシェア推移

（％）
（ 2013年1月～ 2023年1月）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

'1
3
/1

'1
4
/1

'1
5
/1

'1
6
/1

'1
7
/1

'1
8
/1

'1
9
/1

'2
0
/1

'2
1
/1

'2
2
/1

'2
3
/1

Windows（マイクロソフト）

macOS（アップル）

Linux

Chrome OS（グーグル）

その他

（出所）statista （出所） statista

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

グーグル

ビング

ヤフー

その他

アマゾン

32%

マイクロ

ソフト

23%

グーグル

10%
アリババ

4%

IBM

3%

セールス

フォース

3%

その他

25%

FANG+
銘柄

フェイス

ブック

53%

インスタグラム

14%
ユーチューブ

2%

ツイッター

16%

ピンタレスト

13%

その他

2% FANG+
銘柄

2/10



0.6 0.68.8 8.87.07.0

12.7

コ
ン
テ
ン
ツ
エ
リ
ア

11.4

FANG+銘柄の強み②_新たな市場開拓

さらなる成長に向けて、新しい分野におけるシェア獲得のための投資も始まっています。生成AI（人工

知能）、メタバースや関連するXR（クロスリアリティ：VR（仮想現実）・AR（拡張現実）・MR（複合

現実）の総称）、自動運転、ヘルスケアなど市場拡大が見込まれる事業で各社が取り組みを拡大させてい

ます。特に話題となっているAIについては将来的な応用分野が広いこともあり、各社の開発競争が激しく

なってきており、市場拡大への期待の高さがうかがえます。またAI関連サービスの拡大に伴いAI向けの半

導体の需要も拡大が見込まれます。他社製の半導体を使用するだけではなく、AI開発に適した自社製半導

体を開発する動きも見られます。
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銘柄 サービス 概要

マイクロソフト Bing
オープンAIのLLM（大規模言
語モデル）をベースにした検
索エンジン

グーグル Bard 対話型AIサービス

アマゾン
Amazon 
Bedrock

自社LLM「Amazon Titan」
搭載のAPIサービス

メタ LLaMA
学習済みのLLMをオープン
ソースとして公開

各社AI関連サービス

AI

メタバース

自動運転

銘柄 製品サービス 概要

マイクロ
ソフト

①ホロレンズ
②Mesh for 
Microsoft Teams

①XRデバイス
②Teamsのメタバース版

メタ
①Meta Quest 
②Horizon 
Workrooms

①HMD（ヘッドマウント
ディスプレー）
②バーチャルオフィス

アップル Apple Vision Pro HMD

各社メタバース・XR関連製品サービス メタバース世界市場規模見通し

（出所） statista

（兆円）

銘柄 サービス 概要

グーグル Waymo
自動運転システム
商用タクシーサービス
「Waymo One」などを展開

マイクロ
ソフト

Azure ハイ
パフォーマンス コ
ンピューティング

自動運転の検証サポートなど

アマゾン Amazon Scout 自動配送ロボット

各社自動運転関連サービス（開発中含む） 自動運転の世界市場規模見通し

（出所） statista

（出所）会社情報、各種報道等から大和アセット作成

（出所）会社情報、各種報道等から大和アセット作成

（出所）会社情報、各種報道等から大和アセット作成

（兆円）

※7月末ドル円為替レートで円換算

※7月末ドル円為替レートで円換算

AI世界市場規模見通し
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（出所） statista

（兆円）

※7月末ドル円為替レートで円換算
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個別銘柄紹介 スノーフレイク

スノーフレイクは2012年にシリコンバレーで創業されたクラウドベースのデータウェアハウスを開発・

提供する企業です。データウェアハウスとは従来のデータベースを、より分析に特化させたツールです。

各企業において、ストリーミング、アナログ解析といった様々なデータに対して応用が可能です。

足元、企業が扱うデータ量は増加の一途をたどっ

ており、クラウドの利用・発達が進んできました。

直近10年間でもその支出額は約4倍に増加しており

（グラフ8） 、今後もその傾向は継続することが予

想されます。同社のデータウェアハウスは増加する

データの分析・活用を容易にするものであり、マイ

クロソフトの「Azure」やアマゾンの「AWS（アマ

ゾン・ウェブ・サービス）」といった競合サービス

と併用して使うことができます。社内で複数のクラ

ウドサービスを利用している企業も少なくないので、

同社はそのような企業を顧客として獲得し、成長し

てきました（グラフ9）。

直近では検索エンジン「Neeva」の買収・エヌビ

ディアとの協業発表により、生成AIとリサーチ機能

を併用したサービスの展開を狙っています。

様々な企業が参入するクラウド業界の中でもニッ

チな分野で成長している企業として、ウォーレン・

バフェット氏もIPO（株式公開）時から投資するほど

注目している企業です。

（米ドル）

（出所）ブルームバーグ

※株価：2021年1月末～2023年7月月末
※EPS：2021年1月期～ 2025年1月期予想

グラフ7_EPSと株価推移

クラウド業界の新興企業

グラフ8_世界のクラウド支出額

（出所）statista
※2026年は予想値

グラフ9_「フォーブス・グローバル2000」※

掲載の同社の顧客数推移

（出所）会社資料
※米フォーブス誌発表の世界企業番付
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ここからは2022年のリバランスで指数に新しく加わった2銘柄について紹介していきます。

（米ドル）
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個別銘柄紹介 アドバンスト・マイクロ・デバイセズ（AMD）

AMDはCPU（中央演算処理装置）とGPU（画像処理半導体）の設計・開発を行う半導体メーカーです。

データセンター向けやゲーム向けの製品に加えて、市場拡大が期待されている生成AI関連の製品にも⼒を

入れています。最近では、将棋棋士の藤井聡太さんが、AMDの主⼒製品であるCPU「Ryzen」搭載のPC

を愛用し、AI将棋ソフトを活用していることから同社のブランド広告に出演しました。

CPU市場ではインテル、GPU市場ではエヌビ

ディアが競合として高いシェアを占めていますが、

CPUについては徐々にシェアを高めています（グ

ラフ12）。

また、GPUについても、生成AI向け半導体の需

要拡大に伴い成長期待が高まっているエヌビディ

アへの対抗製品として、生成AI向けGPU「AMD

Instinct MI300X」を投入予定です。競合製品と

しているエヌビディアの「NVIDIA H100 GPU」

と比較して、メモリー容量が大きく、少ない個数

で生成AI用の大規模な言語モデルの処理が可能に

なるとしています。また、ハードウエアだけでは

なく、ソフトウエア開発プラットフォームである

「ROCｍ」を提供しており、すでに広く使われて

いるエヌビディアのプラットフォーム「CUDA」

からスムーズな移行が可能であるとして、AMD

製品への乗り換えを促進する狙いです。AMDの

新GPUは2023年後半には出荷見込みで、GPU市

場シェアの拡大を目指します。

（100万ドル）

（出所）会社情報

（ 2021年Q2～2022年Q4）

グラフ11_AMDセグメント別売上高推移

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

Q1

'18

Q3

'18

Q1

'19

Q3

'19

Q1

'20

Q3

'20

Q1

'21

Q3

'21

Q1

'22

Q3

'22

インテル

AMD
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（％） （ 2018年Q1～2022年Q4）

グラフ12_ x86 CPUシェア推移

米国を代表する半導体メーカー

（米ドル）

（出所）ブルームバーグ

※株価：2017年12月末～2023年7月月末
※EPS： 2017年12月期～ 2024年12月期予想

グラフ10_EPSと株価推移
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基準価額・純資産の推移（2023年7月31日現在）

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています（後述のファンドの費用をご覧ください）。
※当ファンドはNYSE FANG+指数（税引後配当込み、円ベース）をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運用成果を保証するもので
はありません。

※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の分配金再投資基準価額に基づき指数化しています。
※実際のファンドでは、課税条件によって投資者ごとの騰落率は異なります。また、換金時の費用・税金等は考慮していません。
※上記は過去の実績を⽰したものであり、将来の成果を⽰唆・保証するものではありません。

基準価額 39,279 円

153億円純資産総額

当初設定日（2018年3月5日）～2023年7月31日
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ファンドの目的・特色

 
ファンドの目的 
 
米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。 
（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

 
●NYSE FANG+について 

NYSE FANG +指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において人々の生活に大きな影響
力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された株価指数です。 

NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook（Meta Platforms））、アマゾン・ドット・コ

ム（Amazon.com）、ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google（Alphabet））の頭文字をつないだもので
す。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 

 
ファンドの特色 
 

1． 原則として、NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資します。 
2． 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。 
3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「FANG+インデックス・マザーファンド」です。 
 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
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ファンドの費用

投資リスク

 
● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ
れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク、信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「そ
の他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※ 基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことがで
きません。 

 ※購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせ下さい。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信
託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 
 

投資者が直接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 

購入時手数料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉2.2%（税抜 2.0%） 
購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の
提供、取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 ― 
投資者が信託財産で間接的に負担する費用 
 料率等 費用の内容 
運用管理費用 
（信託報酬） 

年率 0.7975% 
（税抜 0.725％） 

運用管理費用の総額は、日々の信託財産の純資産総額
に対して左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取
引・オプション取引等に要する費用、資産を外国で保管
する場合の費用等を信託財産でご負担いただきます。 
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11.4

当資料のお取扱いにおけるご注意

◼当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和アセットマネジメント株式会

社が作成したものです。

◼当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」

の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

◼投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、

投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失はすべて投資者に

帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。

◼投資信託は預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま

せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は投資者保護基金の対象ではありません。

◼当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも

のではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの

ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許

諾者に帰属します。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投

資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること

があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは

ありません。

◼当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業

の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証する

ものではありません。

◼分配金は収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するも

のではありません。分配金が支払われない場合もあります。
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

株式会社愛知銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第12号 ○

株式会社鹿児島銀行
(委託金融商品取引業者
九州ＦＧ証券株式会社)

登録金融機関 九州財務局長(登金)第2号 ○

株式会社高知銀行 登録金融機関 四国財務局長(登金)第8号 ○

株式会社三十三銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第16号 ○

株式会社静岡中央銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第15号 ○

株式会社常陽銀行
(委託金融商品取引業者
めぶき証券株式会社)

登録金融機関 関東財務局長(登金)第45号 ○ ○

株式会社仙台銀行 登録金融機関 東北財務局長(登金)第16号 ○

株式会社大東銀行 登録金融機関 東北財務局長(登金)第17号 ○

株式会社但馬銀行 登録金融機関 近畿財務局長(登金)第14号 ○

株式会社中京銀行 登録金融機関 東海財務局長(登金)第17号 ○

株式会社トマト銀行 登録金融機関 中国財務局長(登金)第11号 ○

株式会社長崎銀行 登録金融機関 福岡財務支局長(登金)第11号 ○

株式会社肥後銀行
(委託金融商品取引業者
九州ＦＧ証券株式会社)

登録金融機関 九州財務局長(登金)第3号 ○

あかつき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第67号 ○ ○ ○

九州ＦＧ証券株式会社 金融商品取引業者 九州財務局長(金商)第18号 ○

ニュース証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第138号 ○ ○

三田証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第175号 ○

水戸証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第181号 ○ ○

むさし証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第105号 ○ ○

めぶき証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第1771号 ○

リテラ・クレア証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第199号 ○

2023年8月22日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

FANG+インデックス・オープン

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。 10/10




